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その他

国勢調査結果では

県人口が最多

高等学校卒業者数が最多

当時の高校進

学率は低く、

高等学校卒業

者数が少ない
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6,5326,844 6,578

6,240 6,085
5,719 5,752 5,487 5,468

中国・

近畿地方で

約７０％

地域別進学状況

近畿地方, 33.2 鳥取県, 14.1

北海道・

東北地方, 1.1

関東地方, 16.1

中部地方, 4.2

中国地方

（鳥取県含まず）

22.4

四国地方, 5.1

九州・沖縄地方, 3.8
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鳥取
337人

島根
127人
岡山
226人
広島
131人

山口
50人

三重

4人

滋賀
46人

京都

184人

大阪
267人

兵庫
241人

奈良
38人

和歌山

13人

進路別割合

16.3
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47.6

0

10

20

30

40

50

60

就職者 大学

（学部）

短期大学

（本科）

専修学校

（専門課程）

（％）

全国 鳥取県

学校基本調査は、幼稚園から大学まで全国全ての学校を対象に、学校数・在学者数・卒業者数・就職者数・進学者数等の調査を毎年実

施しています。調査結果は、教育問題を解決する基礎資料として利用されるだけでなく、推移を追うことによって、将来教育計画を立て

る際の貴重な資料として活用されています。

学学学校校校基基基本本本調調調査査査でででみみみるるる鳥鳥鳥取取取県県県
鳥取県における高等学校卒業後の進路状況

卒業後の進路状況の推移

卒業後の産業別就職者及び割合

卒業後の進路別割合
平成２３年３月卒業者

産業別の就職状況をみる

と、一番多かったのは、男

子では「製造業」、女子で

は「サービス業」でした。

２番目以降は、男子では

「サービス業」、「建設

業」、「卸小売業」とな

り、女子では「製造業」、

「卸小売業」、「運輸・通

信業」となっています。

また、地域別でみると、

男子の２７％、女子の１

９％が県外で就職し、男子

の県外就職者の割合が高く

なりました。

県内
５２３人：73％

県外
１９７人：27％

県内
４０２人：81％

県外
９２人：19％

就職者数は減少傾向で、大学などの教育施設への進学者数が増加傾向にあります。

平成２３年度入学者

大学（学部）への地域別入学状況

注 １）進学者には就職しつつ進学している者を含む ２）昭和３０・４１年の区分は大学、短期大学 ３）昭和６０年の区分は専修学校

全国と比べ、鳥取県は

就職率が高く、進学率で

みると、大学（学部）は

低く、短期大学（本

科）・専修学校（専門課

程）は高いことがわかり

ます。

大学（学部）への地域

別入学状況では、近畿・

中国地方への進学が約７

割を占めており、県内を

除くと、大阪府への進学

者が最も多く、次いで兵

庫県、岡山県の順となっ

ています。


